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内 容 

・障害福祉課より 

・研修報告 

・今月のインタビュー 

・お知らせ 

・編集後記 

・ 

・編集後記 

平成 25 年 3 月 23 日（土）～東部公民館にて～ 

平成２４年度第１回地域連絡調整会議のご報告 

 さーくるは、本事業の推進と周知を図るため、市と地域に所在する各関係機関を招集し連絡調整会議を開催することになっています。その一環として、

市内民生委員・児童委員、医療機関、地域包括支援センター・在宅介護支援センター、他関係事業所の皆様にお集まりいただき、地域福祉課様より「さー

くるが開所するまでの経緯」をご説明頂き、それを踏まえ、具体的な事例紹介をしながら実績報告をさせていただきました。 

 アンケート結果の一部をご紹介します。（回答率４５％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふらっと船橋 

  ＴＥＬ 047-495-6777 

  

  成年後見支援センター 

ＴＥＬ 047-407-4441 

  

  虐待防止センター 

（愛称：はーぷ） 

  ＴＥＬ 047-401-8495 

 

 

 

３月、４月に参加させていただいた研修について、ご報告させていただきます。 

               関係機関の皆様、貴重なお時間をありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  『
さ
ー
く
る
に
期
待
す
る
こ
と
』 

 
障
害
福
祉
課
で
は
、
身
体
及
び
知
的

相
談
員
に
よ
る
相
談
業
務
の
ほ
か
、
３

障
害
（
身
体
、
知
的
、
精
神
）
を
対
象

と
し
た
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ふ

ら
っ
と
船
橋
」
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
23
年
７
月
に
は
、
「
成
年

後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
知

的
障
害
者
、
精
神
障
害
者
に
対
す
る
成

年
後
見
支
援
制
度
の
利
用
に
関
す
る
電

話
相
談
等
を
行
う
と
と
も
に
、
平
成
24

年
10
月
に
は
、
障
害
者
虐
待
防
止
の
た

め
「
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
」
を

設
置
し
て
お
り
ま
す
。 

障
害
者
本
人
や
家
族
か
ら
の
要
望
が

複
雑
化
・
高
度
化
す
る
に
つ
れ
て
、
専

門
性
の
高
い
相
談
窓
口
が
必
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
相
談
窓
口

が
想
定
し
て
い
な
い
事
例
や
、
複
合

的
・
重
層
的
な
問
題
に
対
し
て
は
、
相

談
窓
口
単
体
で
は
対
処
で
き
な
い
場
合

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

例
え
ば
、
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
に
虐

待
を
受
け
て
い
る
と
の
通
報
が
あ
っ

て
、
被
害
者
か
ら
の
聞
き
取
り
を
開
始

し
た
と
こ
ろ
、
実
は
虐
待
の
事
実
が
な

く
本
人
の
被
害
妄
想
だ
っ
た
よ
う
な
ケ

ー
ス
や
、
高
齢
の
ご
両
親
と
同
居
し
て

い
る
精
神
障
害
者
の
息
子
さ
ん
が
、
実

は
ご 

 

は
ご
両
親
を
虐
待
し
て
い
る
よ
う
な
ケ
ー

ス
で
す
。 

こ
う
し
た
ケ
ー
ス
に
対
処
す
る
た
め
に

は
、
相
談
を
受
け
た
相
談
窓
口
が
、
障
害

福
祉
課
を
始
め
と
す
る
関
係
部
局
や
他
の

相
談
窓
口
等
と
迅
速
に
連
携
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。 

「
保
健
と
福
祉
の
総
合
相
談
窓
口
」
さ

ー
く
る
は
、
相
談
事
業
や
権
利
擁
護
事
業

に
加
え
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
事
業
を
行
っ

て
い
く
も
の
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。 

前
述
し
た
よ
う
な
複
合
的
・
重
層
的
な
問

題
に
対
し
て
は
、「
さ
ー
く
る
」
の
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
事
業
の
下
で
、
複
数
の
相
談
窓

口
を
結
び
つ
け
た
り
、
適
切
な
相
談
窓
口

に
繋
い
だ
り
、
あ
る
い
は
複
数
の
相
談
窓

口
や
関
係
部
局
が
チ
ー
ム
と
な
っ
て
ケ
ー

ス
に
対
処
し
て
い
く
場
合
に
、
中
核
と
な

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。 

今
後
も
、
障
害
福
祉
課
、「
ふ
ら
っ
と
船

橋
」
、
「
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
」
、
「
虐

待
防
止
セ
ン
タ
ー
」
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

を
果
た
し
つ
つ
、
さ
ー
く
る
と
と
も
に
、

船
橋
市
の
相
談
支
援
体
制
の
充
実
に
貢
献

で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
努
力
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

船
橋
市
健
康
福
祉
局
福
祉
サ
ー
ビ
ス
部 

障
害
福
祉
課
よ
り 

 

研修報告 

平成 25 年４月６日(土) ～ウェルネス柏にて～ 

第７回ニート・引きこもり親セミナーのご報告 

 ＮＰＯ法人千葉キャリアデザイン研究所の主催のセミナーが柏市のウェルネス柏で行われました。このセミナーは、年に１回、ニート・引きこもりの悩

みを持つご家族を対象に行われており、今年で７年目ということです。セミナーでは、前半部分は斉藤環先生（あしたの風クリニック医師）による『子は

変われるか？親は変われるか？』というテーマでの講義、後半部分は希望者を対象に個別相談会が行われました。 

講義の中で、引きこもりの起こる原因について、「生き方や習慣による問題で、まず家庭に引きこもりやすい環境を作ること 

が大切」というお話がありました。それは、「働くことの意味が“生活のため”から“社会からの承認を得ること”に変わって 

来ている時代背景の中で、引きこもりは、自分自身に否定的な気持ちを抱いてしまい、社会や家庭での関係や他者とつながり 

を持つことが難しくなること。このことが引きこもりの要因の１つとして考えられる」とのお話でした。貴重なお話を聞かせ 

ていただきありがとうございました。 

 

 

   

                                                        

Q１、さーくるの活動について理解できた（未回答３％） 

よく理解できた 30％ 

まあまあ理解できた 57％ 

あまり理解できなかった 10％ 

その他 3％ 

 

Q2、今後、さーくるとの連携は必要だと思われますか 

思う 73％ 

思わない   0% 

よくわからない 13％ 

その他 14％ 

 

各相談窓口 



さーくる広報（平成２５年５月/Ｎｏ.３） 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さーくる広報（平成２５年５月/Ｎｏ.３） 

【発行・編集】 

 社会福祉法人 生活クラブ風の村 

船橋市委託事業 

船橋市「保健と福祉の総合相談窓口」さーくる（circle） 

 

所在地 船橋市湊町２－１０－２５ 船橋市役所本庁舎内３階 

ＴＥＬ ０４７－４９５－７１１１ 

ＦＡＸ ０４７－４３５－７１００ 

ＨＰ   http://www.kazenomura.jp 

Email  circle@kazenomura.jp 
 

～
編
集
後
記
～ 

 

さ
ー
く
る
の
広
報
も
第
３

号
と
な
り
ま
し
た
。
内
容
は
い

か
が
で
す
か
？
少
し
ず
つ
で

す
が
、
改
良
を
重
ね
、
皆
さ
ん

に
読
み
や
す
く
、
わ
か
り
や
す

い
広
報
を
目
指
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ご
意
見

な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。 

本
号
よ
り
、
今
月
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
の
コ
ー
ナ
ー
を
作
り

ま
し
た
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
地
域
で
活
躍
さ
れ
る
皆
様

の
お
話
と
、
さ
ー
く
る
と
の
連

携
等
に
つ
い
て
ご
意
見
を
頂

戴
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
今

後
も
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
お
顔

の
見
え
る
関
係
を
作
れ
る
よ

う
に
努
力
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
ご
協
力
の
ほ
ど
、
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。 

（
Ｋ
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 そこで、現場で活躍中の主任児童委員の松村様と寺尾様にお話を 

（写真 左：松村様、右：寺尾様）                  うかがってきました。 

    インタビュアー:赤堀(写真なし)                         貴重なお話をありがとうございました。（さーくる一同） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

おしらせ ☆おしらせコーナーへ掲載を希望される団体は「さーくる（circle）」までご連絡ください。 

                                 ＴＥＬ047-495-7111 ＦＡＸ 047-435-7100 

講 演 名 日 時 場 所 費 用 申込み 問い合わせ他 

平成 25年度第１回地域連絡調整会議 

特別講演会「子供たちに必要な地域の力を考える」 

社会福祉法人生活クラブ風の村はぐみの杜君津開

設準備室長兼生活クラブ風の村人力舎君津運営

責任者 

第 1部 講演会 第 2部 意見交換会 

平成 25年 

6 月 22日（土） 

受付 13時 30 分～ 

開始 14 時～16 時 

中央公民館 

船橋市本町

2-2-5 

ＴＥＬ

047-434-5551 

無料 ご案内を各関

係機関に送付

させていただ

きます。ＦＡＸ

でお申し込み

ください。 

主催・問い合わせ先： 

船橋市「保健と福祉の総合相談窓口」 

さーくる（circle） 

TEL:047-495-7111 

FAX:047-435-7100 

                                                                 

今月のインタビュー 

Ｑ：子ども供に関係する塚田地区の特徴を教えてください。 

Ａ：（松村）塚田地区は、マンションの建設が進み、市外他県より移り住んでくる人が増えています。 

当然子どもも増えていますが、小・中ともに学校はパンク寸前、また、「特別支援学級」がある学校が少ない実情です。今後、特別に配

慮が必要な子の支援も含め、子どもの教育設備の充実は、行政側も必要性を感じていると思います。 

  （寺尾）主任児童委員の主な仕事は、地域の中での橋渡し役だと思います。地域、学校、家庭、行政をつなぐ役割を大切にしています。 

 

Ｑ：今までの活動の中での、印象的なエピソードを教えてください。 

Ａ：（松村）生活困窮とネグレクトの因果関係を目の当たりにしたケースがありました。 

      また、「ひとり親世帯」も増えており、良くも悪くもそれらが子どもに及ぼす影響の大きさに驚くこともあります。中には子育ての役割

負担ができないため、身体的、経済的負担の重圧から精神的余裕が持てず、そのはけ口が子どもに向かってしまうケースも少なくあり

ません。その中で印象に残るのは、経済的理由、親の無理解から進学の希望を親に聞き入れてもらえない子に「何とか高等教育を受け

させてあげたい」という教育者側からの相談を受け、学校と協力して社会福祉協議会の教育一時金を活用し、進学の支援につなげたこ

とです。 

  (寺尾) この主任児童委員になってみて、初めて知った世界があります。母子世帯で、母親がうつ病を患っているケース。両親が自殺したケー

ス。どれをとっても、子どもたちにとって、切ないことです。主任児童委員としての限界を感じることもありますが、少しのサポート

で、子どもたちの人生が良い方向に変化していくこと、地域が変わっていくことに、今後も関わっていきたいと思っています。 

 

Ｑ：将来を担う子どもたちにメッセージをお願いいたします。 

Ａ：(寺尾) 人間は、一人では生きていけないので、たくさんの人の助け・協力を得ながら、自分自身が楽しく生きることを大切にしてください。 

       出会いを大切にしてください。叱ってくれる人、教えてくれる人を大切にしてください。 

 

Ｑ：子どもたちを育てる大人、地域にメッセージをお願いします。 

Ａ：（松村・寺尾）大人が率先して、「いいと思うこと」はやりましょう。そして、地域に還元しましょう。 

 

（村松・寺尾・赤堀）今後、さーくると共に、「地域でできること探し」から「何かできること」につなげ、子どもたちが、生きる力をつけるた

めの、良い大人とたくさん出会う場を作っていくことができたら良いと思います。 

 

５月５日～5 月１１日は『児童福祉週間』です。 

５月１２日は『民生委員・児童委員の日』です。 


